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図5-5不 満 の理由
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Q5,こ の ような 「報道ニュース」サービスを利用 された場合あなたは 「新 聞」や 「テ レビ」は1

どの ようになると思いますか?(複 数回答可)

1.新 聞 ニ ュース は今 まで通 り読 む(52.8)

2.新 聞 ニ ュrス は次 第 に読 まな くなる(22.2)

3.テ レビニュース は今 まで通 り見 る(38.9)

4.テ レビニュース は次 第 に見 な くなる(11.1)

5.今 まで と何 ら変 わ らない(38.9)

6.そ の他( ,、t。)(2.8)

]
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・この ような 「報道ニユrス 」サービスと 「新聞」や 「剛 と輪 についてご意見1

(が あ りましたらご記入下さい.tt,、 一 ・、 ■

1

「1.新 聞は今 まで通 り読 む」が52,8%と 最 も多 く、次いで 「3.テ レビは今 まで通 り見 る」

と 「5.今 まで と何 ら変わ らない」が38.9%で あった。これは、自由回答に記入 された内容か

ら見 れば当然の結果かもしれないが、'そのL方 で 「2.新 聞は次第 に読 まな くなる」、 「4.テ レ

ビは次第に見 な くなる」 との回答 もそれぞれ22.2%、11.1%も あった。

〈自由回答〉

・将来
、新聞の宅配の代替手段 として発展可能でV4な いか。 また予約 を必要 としないVTRと

して も利用で きる。

・新聞で もない、テ レビで もない新 たな情報サービスの形態が望 まれる。
・TPOの 違いによって住 み分けが可能 と思 う。
・それぞれ 目的が違 うため競合 とい うことにはならないだろう』。

テ レビ:速 報 性 新聞:詳 細 に ニュー・ス ・オン ・デマ ン ド:概 略 としてまとめて見 る
・過去のデータとしてなら可能 と思 うが・… ・

・競合はあま りお きない
。

・ 「報道ニュース]の 元 ネタは 「新聞」、 「テ レビ」であるため、今後情報元 との調整がかな

り必要。
・ 「新聞」+「 テレビ」の結果が 「報道ニュース」だ と考えている。
・テレビは～しなが ら見る し、新聞はどんな場所でも読めるの で、特 にこれを利用す る目的が

なければ利用する気 にな らない。
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無回答

その他

今までと変わらない

テレビは次第に見な

くなる

テレビは今まで通 り

読む

新聞は次第に読まな

くなる

新聞は今まで通り読

む

図5-6テ レビと新聞の利用
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lQ6㎡i躍 …㌫ 野 導ニュース」サービスにも広告の掲載は必要だと思いますか?又 ・その理i

!i

!5:業ii… 享膓;6g:!12・ わ姦6暮 し～,.8i・7)i

L竺L_______⊥ ■

「2.わ か らない」41.7%、 「1必 要である」38,9%、 「3.不 要である」16.7%、

「無回答」2.8%の 順であった。広告を"収 入源"と みなすか"利 用上は不要なモノ"と みな

すかで意見が分かれ、その結果 「わからない」 との回答が最 も多 くなったのではないだろうか。

〈自由回答〉

・収入源 になる。
・利用料金を安価 にするため。
・使用料 を安 くするため。
・無 くす ることがで きれば理想的ではあるが、 コス ト低減上必要である。
・サー ビス媒体 として不可欠である

。
・新 しい メディアに広告 はつきものだと思 う

。お もしろい ものにするためには収入が必要。
・料金設定で現在のように広告収入が見込めれば

、安 く設定できるので、ユーザーとしては何

とも言えないが、広告が無 くて済むなら無い方が良い。

・情報過剰の状態であ り
、必要なものを整理する必要がある。

・媒体価値があるかどうかの問題
。利用者の立場からすれば不要。

・ニュースの情報が知 りたいだけなので不要だ と思 う
。

・広告 を掲載す ることにより使用料が安 くなるならばあって も良いが機能的には不要なものだ

と思 う。

・ニュース内容が うすれて しまう
。

・見たいニュース さえわかればよいから
。

・使用料が安 くお さえ られるのではないか?

・広告のみのニュースがあっても良いと思 う
。その為実際の広告ニュースが内容不一致である

為同時掲載 は不要。
・情報の一つであるか ら。
・広告の必要性は感 じられないが、待ち時間での表示方法 について別のモ ノで も良いと感 じら

れる。,
・自らが興味情報 を引 っぱ り出すサービスなので広告 はい らない

。
・どちらで もよい と思 う

。
・月額使用料 を低価格 にす るため。
・視聴者が見 るかどうかわか らない

。
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無回答

3%

わか らない

41%

必 要で ある

39%

■ 必要である 口 わからない 目 不要である 脚 無回答

図5-7広 告の必要性
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〈自由回答〉

・大変面 白い実験 だと思 います。

現状 のプロ トタイプで は、実際の利用構成、内容面では充分不十分 と思い ますが、将来的に

は技術 ・制度が進めば楽 しい と思い ます。

・普通ニュースの項 目は もっと多 くなったときどうなるのか?

一画面では見れない と思 う
。

・使用料金の課金 は月額使用料 とい う方法のみか?

選択 で きないだろうか
・個人的には、新聞 をス キャニ ング したデータを表示する機能は不要 と思 う。
・PCで 使 うのだか らデータを表計算等へ渡せる と便利ではないか。
・テレビニュース画面が小 さいのではないか

。
・値段が安 く

、画面 も大 きく見やす く、操作 も簡単で、 タイム ラグが殆 どなければ受け入れ ら

れるのではないか。

・新聞記事の興味ある部分のみ をハ ー ドコピーを取 り通勤列車で読むことも考 えられる。
・広告については

、産業別でインフ ォマー シャル としての利用 は どうか。
・TVと 新 聞の特徴 をもっとうまく融合 させ ることが必要

。
・著作権の法的な問題 は今後の課題 として残 るが

、それは別の場で論議 して実験 としてや る場

合は、この問題 に係 わらない方が良い。
・新聞等の記事の場合、参考資料 、データ、過去の記録等の情報検索の充実がある と利用価値

思 う。
・ビデオ ・オン ・デマ ン ドは良い

。帰宅 しそ1日 のニュース を決め られた時間ではな く自由な

時間で見 られることに価値がある。

新聞記事 については、 キーワー ドによる解説が出来 た り、古 い記事が検索出来 るのは良い。

上記 の点か らテ レビ、新聞の融合 も価値 も意味ある。
・HOTNEWSと い うことで速報性(リ アル タイム性)も 要求 されると思 う

。
・デー タのメンテナ ンスが大変そ うだ。データinputに かかるタイムラグをどう考 えれば

いいのだろうか。

・著作権等の法令の問題
、通信設備(ニ ュース ソースの提供方法)の 問題がク リアにならない

と実現はむずか しいのではないか?

・双方向の情報享受を含めたマルチメディアが出来れば非常に有意義 になろう。
・ 「イ ンタラクティブ性」が低 いように感 じられる

。
・最近の地震報道で も自分が この情報 を見 たい と思 ったとき

、例 えば交通情報 などがその場で

でるようになるといい と思 う。
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自由回答の他に一人の利用者 としての意見 を得 たので以下 に示す。

(1)「 検 索 の時間」 と 「記事表 現」 について

(a)検 索 時 間

検索 は、 ご く一般 的 な メニュー方式であるが、画面が小 さ く文字 も小 さいので全

体的 に見 に くい。

メニュー選択か ら、 目的の画面 に至るまで時間がかかる。瞬時でな くて もいいが

もう少 し短い方がいい。時間がかかると感 じるのは、新聞のページをめ くる感 じや、

テ レビのチ ャンネルを切 り替 える感 じに慣れてい るせ いか も知れない。

ただ、 目的 とする記事 だけが出て くるのは、当然 のことなが ら魅力である。

(b)記 事 表 現(画 面 上 に お け る 印 象)

(イ)1つ の端末 で、 同時 に2つ のメデ ィア を扱 うこ とは、双方の特質 を削 ぐこと

になる場合が多い。ニュースの内容 によっては、一方のメデ ィアを主 とし、他方の

メディアを消すか画面の横 に小 さ くテロップ程度にする。例 えば、災害ニュースの

場合は映像、音声 を主体 にし、新 聞記事 を小 さ くサ イ ドへ もってい く。同等に扱 う

と、災 害 の 迫 力が 弱 くな って しま う。

(ロ)異 なる メデ ィアの場合 、 同時 に表現するのを避けたほうがいい場合がある。

たとえばイメージのような感性的な ものに、音声が同時に入 って くると、感性 を損

なうことがある。グラフを見ているのに、音声 による説明が入ると視覚によるイメ

ージ自体 を歪める恐れがある。視聴者が本来持 っている固有のイメージを尊重 した

方がいい。

(ハ)画 面 が見づ らい のは文字 にお いて最 も顕著である。一般 に、液晶やブラウン

管画面上 における小 さな文字は、特 に見づ らい。画面独特のちらつ きは、映像では

気 にならないが、文字 を読 む場合は疲れる。文字の大 きさだけではな く、文字の配

列(文 字 間隔、行 間 隔)に も関係 が あ るの か も知 れ ない。
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いかに文字 を大 きく見せるようにできるか、または、文字 を見 な くても済むよう

にで きるかが課題である。文字 は読 まな くて済めば、そのほ うが良い。すなわち文

字はなるべ く少 ない方が良い。文字は頭の中で解析 してか ら、理解 されるといわれ

る。この解析の段階 を極力少な くする方が、理解が早い。文字の表現力 には、限界

がある。文章 となると、なお更の ことである。 しか し、イメージや映像で表せない

場合 もあ り、 これは文字に頼 るしか方法がない。

(二)報 道 ニュ ース の場合 、特 に、社 会やスポーツは、映像 、音声 を主体 として、

特別な場合のみ文字 を付加するほうがいい。この場合、映像の表現力は抜群である。

ただ、映像 は数量や論理的なものには不向 きな面があるので、この場合 は文字、記

号 に頼 るしかない。

(2)記 事 の選択

新 聞やテ レビに代 わ って、一つの画面で、毎 日、素早 くニュース を見 ようとする

と、選択方法が問題 となる。 どの様 にしたら最 も確実に、かつ早 く容易 に記事 を選

択で きるか。紙面全体 を見る必要があるので、今回は新 聞紙面 を見る形式をとって

いる。 この方式の欠点 は、文字が小 さくな り、読みに くい事 だが、 しか し紙面全体

の配置が見 えるのは、記事 の重要度 を推測することがで きる。

(3)ニ ュース ・オ ン ・デマ ン ド

必 要 な時 に、過去のニュースを 「正確 に」、 「早 く」検索で きることは、非常 に

便利である。画面では見づ らいとか、検索に時間がかかる等の問題 を残 しているが、

やがて技術の進歩 とともに、 これ らの問題 は解決 されるであろう。情報の洪水の中

に生活 している我 々にとって、情報の整理について、 もっ と真剣 に考 えなければな

らない時期 に来ている。今 回のニュース ・オン ・デマ ン ドの一例が、今後、改良を

重ねてい くことにより、将来、十分、利用価値の高い ものが開発 されると考える。

79



5.2実 現化 への課題

、㌔ 報道ニュースのマルチメデ ィアデ=タ ベ ース(異 なる報導 ニ ユづ メデ ィア を統

合 した新 しい㌘ ア)の プロ トタイプを作成 した・今後・麹 イ!を目指輌 ま次
のような多くの課題がある。データベース作成上の課題、データベース操作上の課

題・データベース ・サービス提供上の言果題 な一どである・なお・ジ ビ映像 デ汐 ペ

ー ス の 課 題
、 新 聞 記 事 デ ー ベ ー ス の 課 題 は 、 「2.1.3」 「2.2.5」 で 述 べ

た 。

5.2.1デ ー タ ベ ー ス作 成 上 の 課 題

(1)デ ー タベ ー ス 自動 作 成 の 開発

日本 に お け る テ レ ビ映 像 、 新 聞記 事 デ ー タベ ー ス は、 そ れ ぞ れ の 放 送 局 、 新 聞社

に よ って作 成 さ れ つ つ あ る が 、 まだ 完 成 され た もの は な い 。 ニ ュ ー ス を特 定 す る た

め の手 法 が 完 成 され て い な い 。 従 っ て 、 自動 的 に テ レ ビニ ュ ー ろ と新 聞 記 事 ニ ュ ー

ス を ドッキ ング で きな い 。 デ ー タベ ー ス の 自動 作 成 の技 術 開発 が 実 用 化 の 前 提 とな

る 。

そ れ まで は 人 手 に よ る作 業 が 多 くあ り採 算 の 合 わ な い もの と な っ て い る。

(2)圧 縮技術 、電子媒 体 の研 究 開発

今 回の プロ トタイプのデータベースは、CD-ROM上 に製作 したが 、文字 、音

声 、静止画 、動画を取 り込 むための容量が不足 している。約600MBで 約20項 目

しか構築 で きなか った。更 に進 んだ圧縮技術の開発が必要である。また別 な電子媒

体 の開発応用が求められ る。 ・、

(3)機 械音 声変換 、機械 翻訳 の研 究 開発

文字情報か ら音声情報への機械音声変換の採用 には品質改善が必要である。専 門

のアナウンサーの読み と比較 してまだ技術 は低 く実用化 にはほ ど遠い。 また、現在

は日本文の英文機械翻訳 には相当の人手 をかけない と実用化にはならない。
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5.2.2デ ー タ ベ ー ス操 作 上 の 課 題

C1)検 索 方式 の開発

検 索 は、 ご く一般 的 なメニュー方式であ り、検索の容易性 の面か らさらに研究開

発が求められる。 どの ような方式がよいか今後の開発が待たれる。

(2)視 聴 の 明確 さ

1つ のデ ィス プ レイ に、常 時2つ 以上 の メデ ィア を強調 表示 す ることは検索のと

き以外好 ましくない。選ばれたメディアである文字、音声、映像の媒体 を強調 し表

示することによりメデ ィアの判読が明確になった。いったん選ばれたテ レビ放送、

新聞記事、音声ニュース をより強調 した形態で利用で きるようにし、他 のものの扱

いは小 さくてよい。

(3)鮮 明度 の向上

今 回の開発 で使用 したディスプレイは17イ ンチであったが新 聞紙面 の場合 文字の

判読が難 しかった。 より大 きなディスプレイまたは鮮明度向上が求められる。

5.2.3デ ー タベ ース ・サ ー ビス提供 上 の課題

(1)通 信 回線整備

「ニ ュー ス ・オ ン ・デマ ン ド」(必 要 に応 じて、誰 にで も、安 価 にニュース を提

供す る)に す るため に は、今 回のCD-ROMだ けではそ の一部 の 目的 を達 した に

す ぎない。通信回線 を通 してオ ンラインでの提供が求め られる。 オンライン提供の

ためには通信 回線の整備が必要である。

(2)著 作権 の課題

新 聞記事 に して も、 テ レビ映像 に して も、単独メディアとしての著作権 はクリア

している。それぞれのニュースの2次 利 用 についての著作 権 問題 の解決がサービス

提供の前提である。

81



(3)採 算 の課 題

採 算 の 合 うデ ー タベ ー ス構 築 ・提 供 を 目指 した コ ス ト低 減 が 課 題 で あ る。 提 供 サ

ー ビス料 金 は
、5.1ア ンケ ー ト調 査 に よ る と月3,000円 程 度 で ない と利 用 さ

れ な い 。

(4)利 用端 末 の普 及

新 しい電子 情報 メデ ィアの成否は利用端末の普及 にかかっている。い くら適当な

料金でサービス して も初期投資(利 用端 末投資)が 高 くては成功 しない。 多 くの家

庭 での総合端末(現 在 の テ レビ受 像機 、 フ ァクシ ミリ端末、ワープロ機器、パ ソコ

ン機器、電話機器 などの総合機器)の 普及が 課題 であ る。

5.3今 後の展 望

1450年 頃の グー テ ンベル グの活版 印刷 発明、1870年 頃 の新 聞輪転 印刷化

に よ り新 聞 は発達 して きた。1875年 のベ ル に よる電話 の発 明 に よ り、1880

年 ベ ル電話会社 が設 立 され、電話 は実用化 された。1920年 の イギ リス の ラジオ

放送 スター ト。1928年 の高柳健次郎 テ レビ実験 、 アメ リカの実験的放送 をへて、

日本では1953年 テ レビ放送が 開始 され た。い ままでは、文字情報、音声情報、

映像情報メディアは、それぞれ単独 に発展 してきた。最近のコンピュータの発達は、

マルチメディア化の方向に発展 しようとしている。報道ニュースについてみる と、

一つの情報媒体だけでな く、多 くの情報媒体 を同時にとらえることも可能になるだ

ろう。必要なときに、最新のニュースか ら過去 のニュースまで遡 って、新聞ニュー

ス、 ラジオニュース、テ レビニュースを容易 に手 に入れることが可能になるであろ

う。 これを 「ニュース ・オン ・デマ ン ド」 と言 うことがで きるであろう。その実現

化への課題 は 「5.2」 で 述べ た。

第5回 技術 予測調査(1991年 科学技 術庁 調査)の 関係 深い項 目を挙 げ る と

表5-1実 現 予測調査 表 に示す とお り課 題が実現 される時期 を予測 している。
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表5-1実 現 予 測調 査表

実現予測時期 課 題

2001年 「日常生活に必要な各種の必要な生活情報(検 索、案

内 、 予 約 、注 文 な ど)を ホ ー ム タ ー ミナ ル に よ り随 時

得られる対話型映像1青報 システム(静 止画、動画、バ ー

ドコ ピー、音声などの機能を有する)が 普及す る」

2002年 「パ ター ン認識技術 が発 達 し、手書 きの日本文が読 め

る よ うな コ ン ピュ ー タが サ ー ビス 業 に普 及 す る」

2003年 「文 字 、 音 声 、静 止 画 、 動 画 な ど、 マ ルチ メ デ ィ ア 間

を自動的 に変換す る電子メール通信 システムやデー タ

ベース システムが実用化される」

「1テ ラバ イ トの 情報容量 のデ ー タベースか ら任意の

情報を10秒 以内 に検 索す るこ とが で きるシステムが

開発 される」

2004年 「電子化 された文 書通信(電 子化新 聞な ど)が 家庭 に

普及す る」 「全世界 の ほとんどの国 を覆 う国際ISD

Nが 形成 され、国 内ISDNか ら自動接 続が 可能 に な

る」

これか ら見て も分かるように21世 紀 に入 り 「5.2実 現化 へ の課題」 は解 決

される こ とになろう。 ここで挙げてあるのは技術的課題 である。そのほか社会的課

題(著 作権 、社 会 的ニ ーズ な ど)が あ る。 「5.1ア ンケー トに よる調 査」 に よる

と、 このような 「報道 ニュース」サービスがオ ン ・デマ ンドで提供 された場合、あ

なたはどうしますか との質問に対 して、 「ぜひ使 ってみたい」、 「使 ってみたい」

の2回 答 で63.9%を 占め た。 これは注 目すべ き結 果である。今後、実現化への

課題 をクリアするための研 究開発 と市場への実験が重要 となろう。
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資料1 マルチ メデ ィアニ ュース評価 アンケ ー ト調査表

H7.1.13

マ ル チ メデ ィア ニ ュ ー ス評価 ア ンケ ー ト

[ご回答者 自身のことについてお伺い します]

以下の1～4に ついて該当する記号に1つ だけ○印 をつ けてください。

1.あ な たの年齢 は以下のどの年代になりますか?

.20歳 代

c.40歳 代

b.30歳 代

d.50歳 代 以上

2.あ なたはパ ソコンを自宅で利用 していますか?

a現 在 利用 しているb.今 後利用 したいと思っている

c.以 前 利用 していたd.利 用 するつもりはない

3.あ なたは月に新聞 を何紙購読 していますか?

.1紙b.2紙

c.3紙d.4紙 以上

4.あ なたはテ レビのニュース番組 をご覧になりますか?

a.毎 日決まった番組 を見ているb毎 日見るが番組 はバ ラバ ラである

c.と き どき見 る程度であるd.ほ とんど見ない

5.あ なたは毎 月情報料(新 聞、テレビ、雑誌等)と して月額 どれくらいお支払 いしていますか?

a.3,000円 以 下

5,000円10,000円

e.20,000円 以 上

3,000円5,000円

d.10,000円20,000円

以下のQ1～Q6に つ い てllの 中 か ら該 当す る数字 に○ 印 をつ けて下 さい。
L__一 一,-l

Q1.こ の ような 「報道ニューズ」サ ービスがオン ・デマン ド(見 たいニュースを見たいときに呼び出せる)で 提供

された場合あなたは次のどれに該当 しますか?

1是 非使 ってみたい

3.わ か らない

2.使 っ て み た い

4.使 わ な い

1/3
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〈以下のQ2～Q3は 、Q1で1又 は2を 選択 された方にお聞 きします〉

Q2.こ の ような 「報道ニュース」サービスが提供 された場合 あなたはどのよ うな目的 に利用 しますか?

1.自 分 の仕事 ため

3.語 学 向上のため

5.そ の他(

2教 養 を高 めるため

4.単 な る娯楽のため

)

Q3.こ のような 「報道ニュース」サービスが将来オンラインで家庭へ提供 された場合あなたはどの価格なら利用し

ますか?(月 額使用料)

1.3,000円 以 下

3.5,000円 ～10,000円

5.20,000円 以 上

2.3,000円 ～5,000円

4」O,000円 ～20,000円

〈以下のQ4は 、Q1で3又 は4を 選択 された方 にお聞きします〉

Q4.Q1で 『使 わない』、 『わか らない』 を選択 された理由は何 ですか?(複 数 回答可)

「

1操 作 が難 しそうだか ら2.今 ま で通 り新聞 、テ レビを利用するから

3.コ ン ピュータが嫌いだから

4.以 下 の項 目が不足又は不満 であるため(複 数回答可)

1)情 報量(理 由は

2)操 作性(理 由は

3)応 答 速度(理 由は

)

)

)

4)画面展開(理 由は)
5)音質(理 由は)
6)画質(理 由は)
7)画面構成(理 由は)

Q5.こ の ような 「報道ニュース」サー ビスを利用 された場合あなたは 「新聞」や 「テレビ」 はどのようになる と思

いますか?(複 数回答可)

1.新 聞 ニュースは今 まで通 り読 む2.新 聞 ニュースは次第 に読 まな くなる

3.テ レビニュースは今まで通 り見る4.テ レビニュースは次第に見な くなる

5.今 までと何 ら変わらない

6.その他()

●このような 「報道ニュース」サービス と 「新聞」や 「テレビ」 との競合についてご意見があ りましたらこ

記入下 さい。

()

2/3
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Q6.こ の ような 「報道ニュース」サー ビスにも広告の掲載 は必要 だと思いますか?又 、その理由 もご記入下 さい。

「

1.必要である2.わ からない

3.不要である

理由()

「

_」

【その他、全般でご意見がありましたらご記入下さい】

ご協力有り難 うございました

3/3
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資料2新 聞社における分野分類表

分類 分野 対象とする領域 ・範囲

政治1政 治

2行 政

3軍 事

4外 交

治

政

事

交

政

行

軍

外

政党 選挙 皇室 国会 賞勲 国会議員 右翼運動 左翼運動

税 予算 財政 行政機関 内閣 大臣 都市 公共企業体 公務員

兵器 軍隊 軍事機器 軍備 防衛産業 演習 基地 軍人 米軍

条約 協定 交渉SALT日 本外交 国家領域 外交官 旅券

経済 5経 済

6金 融

7産 業

8農 林水産

9資 源

10エ ネルギー

11機 械

12運 輸

13建 設

14商 業

15労 働

経済 物価 公共料金 経済協力 財界 経済統計 経済政策 景気 所得

金融 庶務金融 金融機関 証券 通貨 為替 消費者金融 商品市況

産業 企業 経営管理 技術 工業 資本 投資 企業提携 企業集中

農林水産 漁業 水産業 農業 畜産 農地 林業 農畜産物 果実

資源 水資源 金属 鉄鋼 石油 石油製品 鉱石 鉱業 化学製品 紙

エネルギー 原子力 核燃料 電力 燃料 電池 ガス 発電 放射能

機械 製造業 産業機械 精密機械 輸送用機械 電子機器 計算機

運輸 航空 空港 航空機 海運 鉄道 自動車 交通 航路 港湾 運河

建設 道路 建設材料 国土計画 建造物 道路公団 トンネル 建設業

商業 貿易 販売 広告 飲食店 小売店 デザイン サービス業 流通

労働 賃金 労働時間 労働運動 労働組合 雇用 職業 休暇

社会16社 会

17健 康

18病 気

19環 境

20家 庭

21家 庭用品

22衣

23食

24住

25遊 び

26行 事

社会 人権 人口 福祉 保険 年金 慈善 風俗 人種差別 社会保障

健康 人体 医療 治療法 医師 衛生 薬品 手術 人口臓器 血液

病気 伝染病 中毒 心身障害 難病 職業病

環境 公害病 公害 水質汚濁 環境基準 公害防止 ゴミ 環境保護

家庭 家族 青少年 婦人 老人 家計 消費者運動 生活 理容

家庭用品 家庭電器製品 生活用品 照明機具 ガス機具

衣 繊維 染織 繊維製品 繊維工業 裁縫 織物 毛皮製品 服飾品

食 食品 食品添加物 料理 食用油脂 穀類製品 調味料 豆類製品

住 土地 住宅 住宅設備機器 団地 公的住宅 土地造成 空気調和

遊び 余暇 手芸 ゲーム 趣味 観光 人形 模型 遊び場

行事 祝B週 間 年中行事 暦 冠婚葬祭 祭り 博覧会 供養 正月

事件27犯 罪

28災 害

29司 法

罪

害

法

犯

災

司

いたずら 殺人

安全 交通事故

司法機関 警察

窃盗 性犯罪 経済的事件 事件 過激派事件

自然災害 火災 ガス事故 原子力事故 海難

裁判 法違反 法律 基本的人権 労働法

文化30文 化

31情 報

32教 育

化

報

育

文

情

教

文化施設 文化財 図書館

図書 放送 マスメディア

ことば 学校 大学 教師

博物館 公園 城

新聞 通信 郵便

教科科目 教育費

記念物 町並み 刀剣

ジャーナリス ト

入試 社会教育

33宗 教 宗教 仏教 神道 キリス ト教 寺院 宗教用具 新興宗教 神社

34芸 術 芸術 美術 文学 舞踊 音楽 楽器 演劇 芸能 演芸

35学 術 学術 思想 元素 非金属 計量 自然科学 社会科学 人文科学 工学

36自 然 自然 宇宙科学 宇宙 地球 島 海 山 気象 人口衛星 海洋開発

37生 物 生物 魚介類 鳥 動物 哺乳類 昆虫 爬虫類 両棲類 甲殻類 植物

38ス ポ ー ッ スポーツ 体操 陸上競技 球技 冬季競技 水上競技 武道 射幸的競技

国際 39国 際 国際 国連 民族 首脳会議 国際機関 戦争 安全保障 平和運動 極地

40日 本 日本 地方行政 地方 自治体 地域開発 地方 県 市 町 村

41国 名 国名 ヨーロ ッパ アジア オセアニ ア アフリカ 中近東 アメリカ
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資料3放 送局における分野分類表

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9

00 総 類 皇 室 新聞 ・出版 ニューメディア 放 送 東海テレビ 系列局 中日新聞 関連会社

(東海ラジオ)

スポンサー

10 行 政 国 際 国 政 愛知県政 岐阜県政 三重県政 名古屋市政 市町村 選 挙 自衛隊

20 経 済 金 融 貿 易 運輸通信 商 業 農林水産 鉱工業 土木建築 地場産業 エネルギー

30 社 会 福 祉 医 事 世相風俗 行事祝祭 労働雇用 老人 ・婦人 ・

子ども

趣味 ・娯楽 観光 ・動植物 公害 ・くらし

40 事件 ・事故 司 法 殺人 ・強盗 贈収賄 ・詐欺 窃盗 ・恐喝 ・

脅迫

暴力団 少年 ・保安 警備 ・公安 交 通 災害 ・火事

50 教育 ・文化 教育 ・学校 宗 教 文 学 美術 ・工芸 芸能情報 映 画 舞 台 音 楽 囲碁 ・将棋

60 科 学 自然科学 人文科学 社会科学 気 象 先端技術 原子力 コ ン ピ ュ ー タ

70 スポーツ プロ野球

中日カー ド

プロ野球他球団 プロ野球企画 高校野球 ゴルフ バ レーボール 体 操 陸 上 競馬

公営レース
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資料4ホ ッ トニ ュース新 聞記事一覧

中 日新 聞 夕 刊199408191面

円 、 東 京 で も98円 台

001頁0474字

九 日午前の東京外国為替市場は、米国の対 日赤字が拡大 したことで円高が進んだ海

外市場の流れを受けて円が続騰、前 日終値比一円一九銭 円高 ドル安の一 ドル=九 八

円六九銭 で取 引が始 ま り、午前の終値は一円三三銭の円高 ドル安の一 ドル=九 八 円

五五銭 だ った。九八 円台 をつけたのは八月一 日以来、約三週間ぶ り。

午後 は九八円五八銭で始 ま り、二時現在 は九八円六三銭。前 日のニュー ヨーク市

場は、米国の六月の貿易統計で対 日赤字が大幅に増加、円高圧力が増す との見方が

広がったほか、米国のインフレ懸念が再び台頭 して ドル先安感が急浮上。 また、ア

ル トマ ン米財務副長官辞任 などクリントン政権の信頼低下 も手伝い ドルを売 り込 む

動 きが加速 した。

東京市場では、取引開始直後か ら日銀が円売 りドル買いの市場介入 を行 った もよ

うだが、円高 ドル安の流れは変わ らなかった。

市場関係者は 「対 日赤字拡大 をきっかけに米の利上げ効果が薄 まった。 しか し中

長期的には ドルは底値圏にあるとの見方 もあ り九八円台で均衡 している」(長 信銀)

と、包括 経済協 議 のヤマ場 であ る九月末 まではこれ以上の円高には進みに くいとの

見方が支配的だ。

中 日新聞 朝刊199408201面001頁0919字

格差2.226倍 に拡大 小 選挙 区区割 り案

3月 の住民 基本 台 帳 を基 に算 定2倍 超41選 挙 区 に

自治省が十 九 日発 表 した今 年三月三十一 日現在の住民基本台帳人口によると、

衆院選挙区画定審議会(石 川忠雄 会長)が 勧告 した全 国三 〇〇小選 挙 区間の人口格

差は最大二 ・二二六倍 に拡大 していることが明 らかになった。審議会が区割 り案づ

くりの基礎 とした一九九〇年国勢調査では二 ・一三七倍だった。最小人口選挙区 と
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の格差が二倍 を超える選挙区 も二十八か ら四十一に大幅に増加 した。 また、一部の

都道府県間で人口が多 いのに定数が少ない 「逆転現象」が生 じ、千葉、滋賀県な ど

六道府県で定数修正が必要な事態 になっている。いずれ も九〇年以降の人口移動 に

よるもので、実際の人口と区割 り案 との"ひ ずみ"が 浮 き彫 りになった。本紙 は、

今 年の住民基本台帳人口から三〇〇小選挙区の最新人口を算定 した。 この結果、人

口最大選挙区は愛知十区(一 宮 市 な ど)で 、九〇年国勢調査 よ り約 一万 人増えて五

十五万五千四百五十五人。九〇年に最大だった北海道八区(函 館市 な ど)は 約六千

人減少 して五番 目とな った。一方、人口の最 も少ない選挙区は島根三区で変わらず、

九〇年 より六千人近 く減少 して二十四万九千四百八十三人。 この結果、愛知十区と

島根三区の格差は二 ・二二六倍 とな り、九〇年国勢調査 による北海道八区 と島根三

区の格差二 ・一三七倍 を上回った。 さらに、島根三区との格差が二倍 を超 える選挙

区は神奈川、埼玉 など首都圏や愛知県などの選挙区が加わって四十一 とな り、九〇

年の二十八か ら激増 した。また、都道府県別の人口と定数をみると、千葉県 と北海

道などで、人口が多いのに定数が少 ない 「逆転現象」が生 じ、これを解消するには

千葉、沖縄、滋賀で定数各一増、大阪、北海道、大分で定数各一減が必要なことが

分かった。全国を十一ブロックに分 けた比例代表でも北関東 と南関東で各一増、北

陸信越 と中国で各一減が必要になっている。最大人口は愛知10区 中部九県 では先

の勧 告 で格差 二倍 を超 えたのは四つの選挙区だったが、今回の基本台帳 をもとにす

ると六選挙 区となった。愛知十区(一 宮市 など)は 全 国で最大 の選挙 区 とな り、愛

知 六区(春 日井 市 な ど)も 全 国三位 となった。一方、定数三人の滋賀県 は定数四人

の大分県、山形県 より人口が上回るとい う 「逆転現象」が起 きている。

中日新聞 夕刊19940819社 会 面011頁0787字

愛知 副 知事 汚職 公 判2000万 円、 わ いろ性 認識

奥 田被告 便 宜供与 は否定

愛知県副知事汚職で、大成建設名古屋支店側から二千万円を受け取ったとして収

賄罪に問われた前副知事奥田信之被告(60)の 第二回公判が十九日、名古屋地裁

で開かれた。弁護側からの被告人質問に対 し奥田被告は 「(大成側の動きについて)
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愛知芸術文化セ ンターとの関係は全然考 えていなか った」 と述べ 「大成建設 に便宜

を図ったことは一切ない」 と強調 した。二千万円について、弁護側は初公判で 「わ

いろには当たらない」 との見解 を示 したが、奥 田被告 は第二回公判で 「他人が知っ

た ら、わいろと受け取 られるのではないか と心配 した」 などと、わいろ性の認識が

あったことを初公判 に続いて認めた。起訴状や検察側 冒頭陳述 によると、二千万円

は、大成建設 を幹事会社 とす る共同企業体が愛知芸術文化セ ンターの設計変更契約

(契約金額約二十九億 円)を 締結す る際 、有利 な取 り計 らいを受けた謝礼 とされる。

わいろの二千万円については、奥 田被告が新築す る六千万円相 当の自宅建物 を大成

側が四千万円で請け負 うと約束 し、後 に、差額分の二千万円を補てんす る形で渡 さ

れたとされる。奥田被告は第二回公判で、四千万円で請け負 うとい う大成側の好条

件の申 し出について 「副知事 とい うポス トを考 えてのことだと思 うが、その時は罪

になるとは思っていなかった」 と述べた。形式上 は六千万円で契約 を結 び二千万円

を補てんするという話 を大成側が持 ち出 した後の経緯 については 「仲介 して くれた

日高昇県議に 『白紙に戻 したい』 と相談 したが、 『言われた通 りにやったらどうか。

任せておけばよい』 と言われ、その判断に従った」 とした。その結果受 けとった二

千万円については 「約束 を守るための補てんと理解 したが、嫌 な感 じが した。女房

からも返す ように言われた」などと述べ 「少 しで も安 く家 を建 てたい、 という甘え

た気持 ちか らこの ようなことになり、県民に申し訳 な く思 う。弁解は した くない」

と再び謝罪 した。

中 日新聞 夕刊19940819社 会 面011頁0378字

芸 文 セ ンター赤 字補 てん 県 幹 部 の認識示唆

十九 日開かれた第二回公判で前愛知県副知事 の奥 田被告 は、汚職事件の舞台 とな

った愛知芸術文化セ ンターの約二十九億円にのぼる契約変更について、同県建築部

幹部か ら内容説明を受けた際に 「これは業者の赤字補てんではないか」 と指摘 した

経過を説明、当時の県建築部幹部 も赤字補てんの認識があったことを示唆す る法廷

供述を した。県側は同県議会土木建築委員会で、当時、奥田被告か らクレームをつ

けられたこともなければ、変更契約 も赤字補 てんではなか った と繰 り返 し強調 して
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きた。契約変更 をめ ぐる質問 に対 し、奥田被告は 「副知事室で当時の建築部長 ら幹

部か ら話 を聞 き、 『これは契約変更 としては額が大 きす ぎる。単価の値上が りなど

に伴 う赤字補 てん じゃないのか』 と指摘 した。当時の幹部 は 『え一、まあ』 と答 え

た」 などと克明 に供述。また赤字補てんの指摘 には 「建築都側 もあえて否定は しな

かった」 と述べた。

中 日新 聞 朝刊19940820社 会面031頁0440字

断水 の影 響 最 悪540万 人

給 水 制限 は1000万 人突破 生活 に深刻被 害

厚 生省 が十七 日現在でまとめた全国集計 によると、この夏の渇水で時間給水(一

時 断水)の 影響 を受 けてい る人 口は既 に約五百四十万人 に達 し"福 岡砂 漠"な ど と

呼 ばれ た昭和 五十 三年 の四百五十七万人 を超 え、史上最悪 になっている。一方、給

水量 を減 らす減圧給水 の方 も、約四百九十八万人の住民生活に影響 を及ぼ してお り、

一時断水 と減圧給水 を合わせた給水制限 を受ける人口の総数は三十三都道府県、三

百六十市町村で約一千三十八万人に上っている。これまで最悪だった五十三年渇水

では、給水制限によって静岡を除 く四十六都道府県で計一千七十一万人の影響人口

が出ているが、 このまま雨が降らなければ、給水制限による影響人口で も史上最悪

記録 を塗 り替 えるのは確実だ。一時断水 の影響が深刻 なのは、福 岡県(影 響 人口約

百 四十三万 人)愛 知 県(同 約百十 五万人)広 島県(同 約七十 五万人)香 川県(同 約

七十五 万人)岡 山県(同 約 六十 四万人)な ど。長崎 や島根 な ど五県 の簡易水道五 カ

所 では水源のわ き水 などが枯渇 して二十四時間断水 に追い込 まれている。

中 日新聞 朝刊19940820社 会 面031頁0183字

琵琶湖 の水位低 下 淀 川取水10%減 に

近 畿の水が めである琵 琶湖 の水位が低下 したため、近畿地方建設局 と滋賀、京都、

大阪、兵庫 の四府県の担当者 らは十九 日 「琵琶湖 ・淀川渇水対策会議」 を大阪市内

で開 き、二十二 日か ら淀川か らの取水 を一〇%減 らす こ とを決 めた。制 限 を始 める
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のは京都市水道、大阪府営水道など京都、大阪、兵庫各府県の利水者。十九 日現在、

琵琶湖の水位 はマイナス九三セ ンチで、一 日約二七 ンチずつ低下 している。

中 日新聞 朝刊19940820社 会面031頁0427字

道 一本隔 て分 断 自己水 と用水使 う中津川市

上水に東濃用水 と自己水の双方を使 っている岐阜県中津川市内は、断水する地域、

しない地域 に二分されることになった。 「不公平では」 という市民 も出ている。市

内では約五万人が上水道 を利用。 このうち周辺部の約三万三千人が東濃用水の供給

を受け断水 に直面する。一方、中心部の約一万七千人は、市 内を流れる中津川、落

合川から取水 した自己水の水道 を使 ってお り、両河川の水量は減っているものの、

当面は断水 を回避できる。市渇水対策本部は 「自己水 を東濃用水の給水管に回す設

備がないので、二本立ての作戦で理解 を求めるしかない」 という。 「道路の反対側

にある家は、断水 しないのに」 とため息 をつ く主婦(45)も い るが、複雑 な対 応

を迫 られ たの は、市内最大の工場である三菱電機中津川製作所。市中心部に近い道

路の南北に工場があ り、北側の施設 は市の自己水、南側の施設 は東濃用水 を利用 し

ている。このため南側部分の断水 に備 え、十九 日には予備 タンクを設置 したうえ、

工場内にある井戸からの仮配管に着手 した。

中日新聞 朝刊19940820第2社 会 面030頁1077字

平 成水 ききん/木 曽川水 系 自流水分 配

既得権 者 「最大限の譲歩」 名古屋市 など複雑な感情

木曽川水系はついに、川の水(自 流水)を 、利 水者 全体 で分 け合 わ ざる を得 ない

事態に追い込まれた。水源 ダムが枯渇 した愛知、木曽川(可 茂)、 東 濃三用水 は、

自流水 の既得 水利権を持つ名古屋市や濃尾用水 などか らの 「もらい水」で当面、生

き永 らえる。既得権者 にとっては 「譲歩で きるギリギ リの量。苦渋の選択」だった

という。 しか し、水にはエ ゴが付 きまとう。 もらう側 も、与える側 も。本音 には現

代の"水 争い"が 潜 む。 自流水 三五%カ ッ ト。名古 屋市 は十九 日の木 曽川水系 緊急
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水利調整協議会で、当初二〇%カ ッ トを提 案 したが 、予 想以上 の反発 を食 らった。

結局、涙をのんで受け入れた数字 だ。 「この渇水期 に、なんで"と らの子"の 一部

を手放 さんな らんのだ」 という思 いは、市の内部で強い。愛知用水か ら給水 を受 け

る周辺市町村 とは対照的に、同市が断水 を回避できる最大の要因はこの 自流水。必

要量の半分 を賄 う。だが、断水の被害が広がるにつれ、周辺か ら市 に 「痛みを分 け

合 うため、名古屋 も時間断水 を」 という冷たい視線が向けられ始め、市内部か らも

「肩身が狭い」 とい う声が聞こえた。 しか し一万余のバルブの開閉に二万人以上 を

張 り付 けなければならず 「物理的に無理」(市 水道 局)。 局所的 な断水状 態 を覚悟

でバ ルブをギリギリまで絞 り込むレベルまで譲 り、断水の"最 後の一線"は 避 けた。

で も本音 は 「だいたい愛知用水 はもともと水が足 りない状態。それを改善 しないま

ま、足 りな くなったか ら水 をくれ といわれるのは心外 だ」。市のある幹部 は、声 を

ひそめつつ不満 をぶちまける。また、濃尾用水利用者の中にも、 自流水 を渇水地域

に分 けることで、自分たちの節水が さらに強化 されることに複雑な気持 ちを抱 く人

も少 なくない。愛知県尾西市西五城中切、農業浅野冨士男 さん(47)は 「濃尾 用

水 は古 くか ら水 の大 切 さを知 っていた先人が作 った産物。それが現代 に も生 きてい

た。他の地域 はもっと水 に対 して意識 を持つべ きだった」 と強調する。一方、協議

会の結果を受 け、夕方開かれた岐阜県の会議には、梶原拓知事が断水地域の十三市

町の市長 らに 「運命共同体の認識で協力 をお願い したい。自分だけ良ければ、では

全体が駄 目になる」 と同一歩調 を要請 した。 しか し 「目の前の川 に水があるのに断

水では、住民が納得 しに くい」 などの意見 も出て、中津川市 など自己水源を併用す

る市町に対 しては、自己水源の利用調整 にまでは踏み込めなかった。八月末 までの

当面の合意が得 られ調整者の建設省はホ ッと一息ついた。 しか し雨が降 らなければ

九月にもう一度、既得 の水 をどう分け合 うか、修羅場がやって くる。(社 会部 渇水

取材 班)
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資料5新 聞記事用語一覧

石 油 輸 出 機 構

(OPECOrganizationofPetroleumExportingCountries)

石油輸 出一二 カ国 に よ り構 成 され ている生産 ・価格カルテル組織。一九六〇年 に

イラン、イラク、サウジアラビア、クウェー ト、ベネズエラの五 カ国で結成 され、

その後 カタール、インドネシア、リビア、アラブ首長国連邦、アルジェリア、ナイ

ジェリア、エ クア ドル、ガボンの八 カ国が加入 したが、九三年 にエ クア ドルが脱退

した。当初の設立 目的はメジャーによる価格引 き下げを防 ぐことであったが、七〇

年代 に入ると第四次中東戦争を契機に原油の価格 と生産量の決定権 を握った。OP

ECに よる原油価 格 の大 幅引 き上 げが七三年、七九年の二度 にわたる石油危機 を引

き起 こした。 しか し原油価格の高騰 によ り石油需要の減少 を招 き、八三年 には価格

引 き下げを余儀 な くされた。八五年 になると、サ ウジアラビアがスウィング ・プロ

デューサー(価 格 を支 えるための需給調整役)と しての役 割 を放棄 したの を契機 に、

各国が独 自の価格政策 に基づ く原油生産 を行 うことになった。九一年の湾岸戦争の

終結後 も、高水準の生産量 を確保 したいサ ウジアラビア と、生産制限によって価格

を引 き上げたいイランの間で対立がみ られるな ど、OPECの 生産協 定 は緩 やか な

もの に とどまっている。九三年六月の総会では、価格上昇 を図るため生産上限の据

え置 きが合意 されたが、クウェー トはこれを拒否 し独 自に増産する意向を表明 した。

またOPECは 、先 進諸 国で導入 が検討 されている環境税 については石油消費 を減

退 させるものとして反対の意向 を表明 している。

種子島宇宙セ ンター

宇宙開発事業団のロケ ッ ト打 ち上げ基地。鹿児島県種子島の東南端に位置 し、総

面積約860万 平方 メー トル。(1)小 型 ロケ ッ ト打 ち上 げ用 の竹 崎射場、(2)

H1、2ロ ケ ッ ト打 ち上 げ用 の大崎 お よび吉信射点のほか、(3)増 田追跡管制所、

(4)野 木 と宇宙 ヶ丘 の レー ダー ・ス テーシ ョン、(5)光 学観 測所 、(6)宇 宙

開発展示館 な どが整備 され てい る。H2ロ ケ ッ ト打 ち上 げ用 の吉 信射 点 の建設 は完

了 した。H1ロ ケ ッ ト用大崎 射点 は新型 ロケ ッ トJlに 流用 され てい る。
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国 勢 調 査

つねに変化する人口を、一時点で観察 した人口静態統計 を作成するための悉皆(し

っか い)調 査(completesurvery全 数調査)。 国勢調査 は一九

二〇年 に第一 回が行われ、それ以降一〇年 ごとに大規模調査 、中間年に簡易調査が

実施 されている。八五年の第一四回国勢調査は簡易調査が実施 された。一〇月一 日

現在、そこに三カ月以上住んでいる人 もしくは三カ月以上住むことになっている人

を対象(常 住 地主義)で 、世帯員 に関す る次項(氏 名 ・性 別 ・出生年 月 日 ・世帯主

との続柄 ・国籍 ・前住地 ・学歴 ・所属事業所名、従業上の地位 など)と 、世 帯 に関

す る事項(世 帯 員数 ・家計収 入の種類 ・住 居の種類 ・住居室の数や広 さなど)が 調

査 され るが、 人 口の基本 的属性以外に社会的属性、経済的属性、移動 に関する事項

なども含 まれる。また、出生、死亡、婚姻、離婚 などからなる人口の変動をとらえ

る人口動態統計(vitalstatistics)は 毎 月行 わ れ る全数調査 だ

が 、調査 単位 は市町村である。なお国勢調査結果か ら、調査区別の結果 をメッシュ

に対応づけ、過去のデータと比較 し、増減 などを示す地域メ ッシュ統計地図(st

atisticalmapofgridsquarebasis)な ども作

成 されて い る。

●建物名称

●住 所

●用 途

●規 模

●構 造

●敷地面積

●建築面積

●延床面積

●工 期

●開 館

愛 知 県 芸 術 文 化 セ ンタ ー

愛 知 芸 術 文 化 セ ン ター

名 古 屋 市 東 区 桜 一 丁 目一 三 番 二 号

〒461TELO52-971-5511(代 表)

美 術 館 ・芸 術 劇 場 ・文 化 情 報 セ ン ター ・駐 車 場

地 上12階 、 地 下 五 階 、 高 さ58

鉄 骨 鉄 筋 コ ン ク リー ト造

18,173

12,113

109,062

平 成 元 年3月 ～平 成4年6月

平 成4年10月30日
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●総工事費 628.6億 円

ホワイ トウォー ター疑惑

クリン トン大統領の出身地アーカンソー州 にある土地開発会社へ の出資に絡 む知

事時代 の疑惑。問題の会社は七八年 にクリン トン夫妻が友人の実業家 と共同で設立

した別荘地開発会社。この実業家はまた同州 リ トルロックに貯蓄貸付組合(S&L)

を経営 して いたが、資金繰 りに困 り監督官庁の整理信託公社の管理下に入 り、信用

保証が行 われた。疑惑はこの資金の一部が当時のクリン トン州知事の政治資金 に流

れたのではないか というもの。 この貯蓄貸付組合は八〇年代後半に不正な資金 を流

用 した疑いで整理信託公社か ら捜査当局に告発 された。 リノ司法長官は九四年一月、

共和党系のフィスク元連邦検事 を特別検察官 に任命。フィスク元検事は幅広 く公正

な捜査 を行 うことを約束 した。

ビー トた け し

一 九 四 七 年
、東 京 都 生 まれ 。 タ レ ン ト、 映 画 監 督 。 本 名 ・北 野 武 。 七 三 年 漫 才 コ

ン ビ 『ツ ー ビー ト』 を結 成 した。 ブ ー ム の 後 は 『オ ー ル ナ イ ト日本 』 や 『お れ た ち

ひ ょ う きん族 』 な どで 人気 を獲 得 した 。八 三 年 、 映 画 『戦 場 の メ リ ー ク リス マ ス 』

に 出 演 。 八 六 年 、 写 真 週 刊 誌 『フ ラ イデ ー』 の ス キ ャ ンダ ル 報 道 に抗 議 し、 講 談 社

に乱 入 した 。 『そ の男 、 凶 暴 につ き』 で 映 画 初 監 督 。 一 貫 して 『死 』 を テ ー マ に 、

九 三 年 の 『ソナ チ ネ』 が 四 作 目。 バ ラエ テ ィ番 組 の他 、 小 説 、 エ ッセ ー な どの 連 載

も多 い 。 明 大 工 学 部 中 退 。

ビル ・クリン トン

ー九四六年生 まれ。米国第四二代大統領。民主党。世界的不況の中で行 われた九

二年の大統領選挙で、経済の回復 を期待 されて一二年ぶ りの政権交代 となったが、

よ く九三年一月の就任以来スキャンダルに泣 き、肝心の経済改革 も議会の抵抗で難

航 している。 ジョージタウン大学卒業後、エール大法律学大学院に学 び弁護士 に。

生地 アーカンソーの州司法長官ののち、五期 目なかばまで一二年 間、州知事 を務め

た。ヒラリー婦人は有能な弁護士で、現在 は政府医療保険制度改革 『特別部会』の
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座 長 。

北 方 領 土

第二次世界大戦後、 日本 と旧 ソ連 との間でその帰属 をめ ぐって争 って きた千 島列

島の南部(広 義 では南樺 太 も含 む)で 、択 捉(え とろふ)、 国後(く な し り)、 歯

舞(は ぼ まい)、 色丹(し こたん)の 諸 島。一九五六年 の 『日ソ共 同宣言』により、

ソ連は歯舞、色丹 を平和条約締結後 に日本に引 き渡すことを約束 し、その他 は交渉

事項 とした。 しかし六〇年頃からソ連は日米安保条約の存在 を理由に領土問題は 『存

在 しない』、 『解決済み』 という態度をとり続 けてきた。 日本政府は、南千島(歯

舞 、色丹 、択捉 、国後)は 日本 固有の領土 であ る と して、 ソ連 にその返還 を含む平

和条約の締結 を求めるかたわら、八一年には閣議決定で二月七 日を 『北方領土の日』

と定め、毎年北方領土返還要求大会を開催 して きた。九一年末のソ連崩壊後、交渉

相手はロシアとなった。九三年一〇月エ リツィン ・ロシア大統領が来 日、北方領土

問題 を 『歴史的 ・法的事実 に立脚 し、両国間で合意作成 された諸文書お よび法 と正

義の原則 を基礎 として解決するよう』平和条約交渉 を続け、両国の関係 を完 に正常

化すべ きことに合意 し 『東京宣言』を発表 した。

東 京 為 替 市 場(東 京外 国為 替市場)

東 京地 区の外 国為 替取 引 の ためのネ ットワーク市場の こと。参加者は、(1)外 国

為替公 認銀行(為 銀)、(2)外 国為替売買 の媒 介業者(為 替 ブロー カー)、(3)東 京

に進 出 した外 国銀行 、(4)大 蔵 大 臣の代理 人 と しての 日本銀行、(5)非 金融 法人企業

お よび個人。取 引形態 は東京証券取引所のような具体的な取引の場(オ ー プ ン ・マ

ーケ ッ ト方式)は な く、参加者 の電話 に よる相対取引(テ レホ ン取 引)。 為 替相場

の種類 は、(1)資 金取 引決済 が取引成約 日か ら二 日以内の銀行間直物相場、(2)三 日

以上 一二 カ月 もの まで の銀行 間先物相場、(3)東 京 銀行 の前 日の対顧 客公 表 相場 で

あ り、米 ドルからECUま での一七種の通貨 をカバ ーす る対顧客電信売買相場、(4)

東京銀 行の前 日の対 ドル円対顧 客公表先物売買相場である対顧客米 ドル先物相場。

市場は午前九時か ら始 まり、一二時に午前の終わ り値、一五時三〇分 に午後 の終 わ

り値 を発表 している。為替 レー トの発表は、特定の外国為替公認銀行が持 ち回 りで
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担当 となっている。 日本経済の規模拡大および国際化の進展 によって東京外為市場

の取引は規模、内容 ともに飛躍的 に発展 した。 とくに一九八五年秋以降の円高 ・ド

ル安局面で市場拡大に拍車がかか り、利ザや稼 ぎの資金 も多 く流入 した。さらに八

四年の実需原則 の撤廃、八七年一月の仲介業者経由の二四時間取引の解禁 も市場拡

大 に大 きく影響 した。九三年八月一七 日、同市場の円 ・ドル レー トは一時、市場最

高値の一 ドル=一 〇〇円四 〇銭 に急 騰 したが、 その後は、米国の市場介入 もあって

一〇四円～六円台に下降 した
。

村 山富一(む らや ま ・とみい ち)

(大分 一九二 四 ・三 ・三 明大)社 会党委員 長、衆議 院議員 。九 三年七月の衆

院選挙で社会党が半数近い議席 を失 い惨敗 し、責任 をとって辞任 した山花貞夫氏の

後任の委員長選挙で、七八%の 得 票率 で第一 三代 委員長 に選 ばれた。大分県職労書

記か ら大分市議一大分県議 と典型的な社会党議員の コースをた どった。国会対策委

員長から一気に委員長 ポス トを射止めたが、国会では社会労働一筋で党内 きっての

年金、福祉問題通。 くしを入れて整えるというほ どの長い まゆ下が 自慢 で、穏和 で

飾 り気のない人柄。党内的には中間、左派が基盤で、右派の現実化路線に対 し、社

会党の 『主体性発揮』を強調 している。 しか し、六九歳の委員長では世代交代 に逆

行するイメージを与 えるのに加え、党内基盤的にも政治ス タイルか らいって も、 リ

ーダーシップの欠如は否定 しがた く
、ワンポイン トリーフの色彩が強い。

石 油 輸 出 機 構

(OPECOrganizationofPetroleumExportingCountries)

石 油 輸 出一 二 カ国 に よ り構成 され て い る生 産 ・価 格 カ ル テ ル 組 織 。 一 九 六 〇 年 に

イ ラ ン、 イ ラ ク、 サ ウ ジ ア ラ ビア 、 ク ウ ェ ー ト、 ベ ネ ズ エ ラの 五 カ国 で 結 成 さ れ 、

そ の 後 カ ター ル 、 イ ン ドネ シ ア 、 リ ビ ア、 ア ラ ブ首 長 国 連 邦 、 ア ル ジ ェ リ ア、 ナ イ

ジ ェ リ ア、 エ ク ア ドル 、 ガ ボ ンの 八 カ国 が 加 入 したが 、 九 三 年 に エ ク ア ドル が 脱 退

した。 当 初 の設 立 目的 は メ ジ ャー に よ る価 格 引 き下 げ を防 ぐこ とで あ っ た が 、 七 〇

年 代 に入 る と第 四次 中東 戦 争 を契 機 に原 油 の価 格 と生 産 量 の 決 定 権 を握 った 。OP

ECに よ る原 油 価 格 の 大 幅 引 き上 げ が 七 三 年 、 七 九 年 の 二 度 に わ た る石 油 危 機 を引
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き起 こした。 しか し原油価格の高騰により石油需要の減少 を招 き、八三年には価格

引 き下げ を余儀な くされた。八五年になると、サ ウジアラビアがス ウィング ・プロ

デューサー(価 格 を支 えるための需給調整役)と しての役割 を放棄 したのを契機に、

各国が独 自の価格政策 に基づ く原油生産を行 うことになった。九一年の湾岸戦争の

終結後 も、高水準の生産量 を確保 したいサウジアラビアと、生産制限によって価格

を引 き上げたいイランの間で対立がみ られるなど、OPECの 生産協 定 は緩 やか な

もの に とど まっている。九三年六月の総会では、価格上昇 を図るため生産上限の据

え置 きが合意 されたが、クウェー トはこれを拒否 し独 自に増産する意向を表明した。

またOPECは 、先進諸 国 で導 入が検 討 されている環境税 については石油消費 を減

退 させ る もの として反対の意向 を表明 している。
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